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の
で
循
環
器
疾
患
に
関
し
ま
す
医
学

的
情
報
の
み
な
ら
ず
、
運
動
療
法
、

食
事
療
法
に
つ
い
て
も
、
広
く
情
報

提
供
が
で
き
る
よ
う
に
基
盤
整
備
を

し
て
い
ま
す
。
中
讃
地
区
の
諸
先
生

方
と
と
も
に
急
性
期
慢
性
期
と
も
に

連
携
し
て
心
臓
血
管
疾
患
の
診
療
を

充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
循
環
器
科
の
病
気
は
、
呼
吸
器
の

病
気
、
腎
臓
の
病
気
、
糖
尿
病
と
密

接
に
関
連
し
て
い
ま
す
の
で
、
当
院

内
科
と
密
に
連
絡
し
て
診
療
を
行
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
も 

呼
吸
困
難
な
ど
の
胸
部
症
状
は
気

管
・
肺
と
、
高
血
圧
は
腎
と
、
動
脈

硬
化
性
疾
患
は
糖
尿
病
と
深
く
関
連

し
て
い
る
か
ら
で
す
。
一
方
、
当
院

の
大
き
な
柱
は
癌
の
診
療
で
す
。
手

術
を
お
受
け
に
な
る
際
に
問
題
に
な

る
の
は
、
心
臓
疾
患
の
有
無
、
高
血

圧
の
有
無
、
不
整
脈
の
有
無
な
ど
循

環
器
疾
患
の
重
症
度
が
問
題
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
手
術
の

前
に
で
き
る
だ
け
詳
し
く
調
べ
て
お

く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

　
現
在
の
診
療
体
制
と
し
ま
し
て
は
、

平
成
９
年
か
ら
は
水
尾
・
曽
根
の
両 

名
が
、
平
成
１３年
か
ら
は
渡
邊
が
加 

わ
り
、
本
年
は
幡
が
新
し
く
加
わ
り

４
名
に
て
、
内
科
の
ス
タ
ッ
フ
と
連

携
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。
心
筋
梗
塞
、

狭
心
症
の
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
、
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
治
療
な
ど
積
極
的
治
療 

に
今
後
力
を
注

ぎ
、
皆
様
の
期

待
に
応
え
た
い

と
考
え
て
い
ま

す
。 

　
生
理
検
査
室
で
は
、
直
接
患
者
様

に
接
す
る
生
体
検
査
を
、
専
門
技
術

者
で
あ
る
私
た
ち
臨
床
検
査
技
師
が

行
っ
て
い
ま
す
。
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
検
査
と
し
て
は
心
電
図
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
が
、
そ
の
他
肺
活
量
で
知
ら

れ
る
肺
機
能
検
査
、
動
脈
中
の
pH
、

酸
素
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
を
測
る
血

液
ガ
ス
分
圧
検
査
（
耳
朶
血
）
、
頭

に
電
極
を
つ
け
て
測
る
脳
波
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
私
た
ち
の
仕
事
は

そ
の
他
に
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

心
電
図
の
中
で
も
踏
み
台
昇
降
に
よ

る
負
荷
試
験
、
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
と
呼

ば
れ
る
速
度
と
傾
斜
が
可
変
型
の
ベ

ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
に
よ
る
負
荷
試
験
、

エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
と
呼
ば
れ
る
自
転
車

に
よ
る
負
荷
試
験
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
24
時
間
連
続
記
録
型
心
電

計
（
ホ
ル
タ
ー
心
電
計
）
も
毎
日
４

〜
５
名
の
患
者
様
に
装
着
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も

聴
性
脳
幹
反
応
検
査
（
Ａ
Ｂ
Ｒ
）
や

振
動
障
害
の
検
査
や
ピ
ロ
リ
菌
の
検

査
等
も
あ
り
、
最
近
で
は
超
音
波
検

査
に
も
力
を
入
れ
、
健
診
（
ド
ッ
ク
）

に
お
い
て
年
間
数
千
名
の
受
診
者
の

方
々
に
腹
部
超
音
波
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
状
況
で
す
。
最
近
は
生

活
習
慣
病
に
よ
る
動
脈
硬
化
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
、
昨

年
度
か
ら
動
脈
硬
化
に
よ
る
脳
血
管

病
変
の
早
期
診
断
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
頸
動
脈
の
血
管
エ
コ
ー
を
行

な
う
等
、
医
師
や
患
者
様
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
日
々
努
力
し
て
お
り

ま
す
。 

　
生
理
機
能
検
査
は
、
直
接
患
者
様

一
人
一
人
に
直
接
応
対
す
る
検
査
な

の
で
時
間
が
か
か
り
、
緊
急
の
場
合

等
は
病
棟
や
外
来
に
出
向
い
て
い
く

事
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
患
者
様

に
は
少
々
お
待
ち
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
ま
す
が
、
ご

理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 
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私
た
ち
の
職
場（
生
理
検
査
室
） 

 

臨
床
検
査
技
師
　
呉
羽
　
晃
徳 

曽根　良幸 
循環器科部長 

水尾　浩三 
第二循環器科部長 

渡邊　　謙 
第三循環器科部長 

幡　　芳樹 
循環器科医師 

糖
尿
病
教
室 

12
月
６
日
ª
　
15
時
〜
１
時
間 

b
糖
尿
病
に
つ
い
て
・
糖
尿
病
の

薬
に
つ
い
て 

（
講
師
　
岡
本
内
科
副
部
長
・
薬

剤
師
） 

12
月
13
日
ª
　
15
時
〜
１
時
間 

b
食
事
に
つ
い
て 

（
講
師
　
平
田
栄
養
管
理
室
長
） 

12
月
20
日
ª
　
14
時
〜
１
時
間 

b
運
動
に
つ
い
て 

（
講
師
　
理
学
療
法
士
） 

１
月
10
日
ª 

b
糖
尿
病
に
つ
い
て
・
糖
尿
病
の

薬
に
つ
い
て 

（
講
師
　
岡
本
内
科
副
部
長
・
薬

剤
師
） 

１
月
17
日
ª
　
15
時
〜
１
時
間 

b
食
事
に
つ
い
て 

　
（
講
師
　
平
田
栄
養
管
理
室
長
） 

１
月
24
日
ª
　
15
時
〜
１
時
間 

b
糖
尿
病
に
つ
い
て
・
フ
ッ
ト
ケ

ア
に
つ
い
て 

（
講
師
　
岡
本
内
科
副
部
長
・
看

護
師
） 

１
月
31
日
ª
　
14
時
〜
１
時
間 

b
運
動
に
つ
い
て 

（
講
師
　
理
学
療
法
士
） 

２
月
７
日
ª
　
15
時
〜
１
時
間 

b
糖
尿
病
に
つ
い
て
・
糖
尿
病
の

薬
に
つ
い
て 

（
講
師
　
岡
本
内
科
副
部
長
・
薬 

剤
師
） 

２
月
14
日
ª
　
15
時
〜
１
時
間 

b
食
事
に
つ
い
て 

（
講
師
　
平
田
栄
養
管
理
室
長
） 

２
月
21
日
ª
　
14
時
〜
１
時
間 

b
運
動
に
つ
い
て 

（
講
師
　
理
学
療
法
士
） 

２
月
28
日
ª
　
15
時
〜
１
時
間 

b
糖
尿
病
に
つ
い
て
・
口
腔
ケ
ア

に
つ
い
て 

（
講
師
　
岡
本
内
科
副
部
長
・
看

護
師
） 

３
月
７
日
ª
　
15
時
〜
１
時
間 

b
糖
尿
病
に
つ
い
て
・
糖
尿
病
の

薬
に
つ
い
て 

（
講
師
　
岡
本
内
科
副
部
長
・
薬

剤
師
） 

３
月
14
日
ª
　
15
時
〜
１
時
間 

b
食
事
に
つ
い
て 

（
講
師
　
平
田
栄
養
管
理
室
長
） 

３
月
28
日
ª
　
15
時
〜
１
時
間 

b
糖
尿
病
に
つ
い
て
・
フ
ッ
ト
ケ

ア
に
つ
い
て 

（
講
師
　
岡
本
内
科
副
部
長
・
看

護
師
） 

  

息
切
れ
教
室 

　
毎
月
第
４
金
曜
日
の
午
後
３
時

か
ら
１
時
間
程
度
で
す
。 

12
月
　
肺
結
核
に
つ
い
て 

１
月
　
呼
吸
に
つ
い
て
考
え
る 

２
月
　
息
切
れ
の
原
因
と
対
策 
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夫
婦
二
人
暮
ら
し
の
私
た
ち
は
、

時
折
行
き
つ
け
の
寿
司
屋
へ
出
か
け

る
。
た
ま
た
ま
大
阪
か
ら
娘
が
帰
っ

た
夜
、
久
々
に
そ
の
お
店
の
カ
ウ
ン

タ
ー
で
夕
食
を
食
べ
て
い
た
。 

　
い
つ
も
の
よ
う
に
「
今
日
の
お
す

す
め
は
」
と
店
の
人
に
聞
く
。
こ
の

店
は
と
て
も
新
鮮
な
魚
が
あ
る
か
ら

い
い
。
そ
の
日
の
仕
入
れ
で
魚
が
違

う
か
ら
、
そ
の
日
の
い
い
ネ
タ
を
聞

く
こ
と
に
し
て
い
る
。
ど
う
せ
な
ら

そ
の
日
の
一
番
の
ネ
タ
を
注
文
す
る

方
が
い
い
。
こ
の
日
の
「
生
だ
こ
」

と
「
す
ず
き
」
が
い
い
と
言
う
。
こ

の
「
た
こ
」
と
て
も
旨
い
。
そ
の
う

ち
「
す
ず
き
の
か
し
ら
」
が
目
に
つ

い
て
焼
い
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。 

　
そ
う
こ
う
し
て
い
る
と
、
カ
ウ
ン

タ
ー
の
隣
へ
夫
婦
ら
し
い
二
人
が
座

っ
た
。
男
の
方
が
と
て
も
精
悍
な
感

じ
の
す
る
職
人
風
の
人
で
店
長
と
話

を
し
て
い
た
が
、
横
に
居
る
私
に
気 

づ
い
て
、「
先
生
、
久
し
ぶ
り
で
す
。」 

と
言
う
。
よ
く
見
る
と
、
ど
こ
か
で 

出
合
っ
た
人
だ
な
と
思
っ
た
ら
、「
福 

寿
司
丸
亀
店
で
に
ぎ
っ
て
い
た
の
憶

え
て
ま
す
か
。
」
と
言
う
。
そ
の
男

性
、
こ
の
店
の
丸
亀
支
店
で
居
た
の

だ
。
カ
ウ
ン
タ
ー
の
中
の
様
子
と
客

で
来
て
い
る
の
で
は
、
一
寸
気
が
付

か
な
か
っ
た
の
も
無
理
は
な
い
。 

　
こ
の
男
性
、
土
佐
の
人
で
、
今
は 

高
知
の
ホ
テ
ル
で
店
を
や
っ
て
い
る

ら
し
い
。
「
先
生
、
日
和
崎
尊
夫
の

こ
と
よ
く
知
っ
ち
ゅ
う
や
ろ
。」と
言

う
。
一
寸
び
っ
く
り
し
た
。
彼
は
国

際
的
な
木
版
画
家
で
私
の
旧
知
の
人

だ
っ
た
。 

　
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、「
わ 

し
、
労
災
病
院
へ
入
院
し
ち
よ
っ
た

が
、
病
院
の
玄
関
に
あ
る
先
生
の
彫

刻
の
名
前
を
付
け
る
時
、
応
募
し
た 

が
や
。」
と
言
う
。
玄
関
に
あ
る「
い 

ぶ
き
」
と
名
付
け
ら
れ
た
彫
刻
の
こ

と
を
言
っ
て
い
る
。
「
愛
、
燦
々
、

ち
ゅ
う
の
を
出
し
た
。
今
で
も
え
え

名
じ
ゃ
と
思
う
ち
ゅ
う
き
に
。
」
と

言
う
。
「
あ
の
石
は
見
ち
ゆ
う
だ
け

で
気
分
が
え
え
き
に
今
で
も
好
き
じ

ゃ
き
に
、
名
前
が
違
う
の
が
悔
し
い

わ
。」
と
言
う
。
も
う
酒
も
ま
わ
っ
て

土
佐
言
葉
で
ま
く
し
た
て
る
。
作
者

と
し
て
は
と
て
も
嬉
し
い
。
色
ん
な

人
が
彫
刻
を
見
て
、
自
分
の
イ
メ
ー

ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
く
れ
る
の
だ
か
ら
。 

　
そ
の
夜
は
、
高
知
に
あ
る
私
の
彫

刻
で
話
が
盛
り
上
が
る
。
中
央
公
園

の
「
ク
ジ
ラ
」
と
「
龍
馬
」
、
市
役

所
前
の
「
大
洋
」
、
そ
の
上
私
の
行

き
つ
け
の
店
の
話
な
ど
が
飛
び
出
し

て
、
と
て
も
楽
し
い
一
夜
と
な
っ
た
。 

　
丸
亀
に
は
も
う
一
つ
面
白
い
人
の

気
持
ち
を
動
か
せ
る
彫
刻
が
あ
る
。

長
い
間
、
Ｊ
Ｒ
丸
亀
駅
の
コ
ン
コ
ー

ス
に
置
い
て
あ
っ
た
私
の
彫
刻
、「
ふ 

れ
あ
い
」
が
今
年
の
夏
、
駅
前
広
場

の
東
側
へ
出
て
き
た
。 

　
こ
の
「
ふ
れ
あ
い
」
な
る
彫
刻
、

昼
間
は
駅
の
待
合
い
の
人
達
の
ベ
ン

チ
（
台
座
を
大
き
く
し
て
あ
っ
た
の

で
、
人
が
腰
を
下
ろ
せ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
）
と
し
て
人
々
と
ふ
れ
あ

っ
て
き
た
が
、
夕
方
か
ら
は
駅
の
周

辺
で
い
つ
も
遊
ん
で
い
る
オ
ジ
サ
ン

達
の
宴
会
の
場
と
な
っ
て
い
た
。
丁

度
彫
刻
の
中
央
部
分
に
四
角
い
穴
が

が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
酒
の
あ
て
の

ス
ル
メ
な
ど
が
行
っ
た
り
来
た
り
、

そ
の
う
ち
「
お
前
も
飲
め
。
」
な
ど

と
ビ
ー
ル
を
彫
刻
に
か
け
た
り
で
、

丸
亀
駅
へ
来
る
人
達
の
顰
蹙
を
買
っ

て
い
た
。 

　
「
ふ
れ
あ
い
」
な
る
彫
刻
に
ふ
れ

あ
い
す
ぎ
た
感
も
あ
っ
て
、
作
者
と

し
て
嬉
し
い
の
や
ら
辛
い
の
や
ら
思

い
余
っ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
人
達
が
、
も
っ
と
い

い
場
所
へ
出
そ
う
と
い
う
話
が
出
た
。

丁
度
十
二
月
中
旬
か
ら
丸
亀
市
猪
熊

弦
一
郎
現
代
美
術
館
で
私
の
大
き
い

個
展
の
話
も
あ
っ
て
、
こ
の
「
ふ
れ

あ
い
」
が
本
来
の
意
味
を
持
つ
場
所

へ
出
て
来
た
。
駅
前
広
場
の
バ
ス
停

近
く
の
ス
ペ
ー
ス
に
「
も
ち
の
木
」

が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
相
対
す
る
よ
う

に
設
置
で
き
た
。
彫
刻
の
四
角
い
穴

か
ら
覗
く
と
、
美
術
館
が
す
っ
ぽ
り

と
入
る
の
も
面
白
い
。 

　
只
、
移
転
作
業
の
間
、
毎
日
こ
の

彫
刻
で
夜
を
楽
し
ん
だ
お
じ
さ
ん
達

が
、
寂
し
そ
う
に
見
て
い
た
の
が
一

寸
気
に
な
っ
た
。 

彫刻との出会いふれ合い 
速水史朗（彫刻家） 

心
の
電
話
相
談
に
つ
い
て 

　
医
事
課
長
　
桐
生
　
勝
幸 

　
職
場
に
お
い
て
、
上
司
あ
る
い
は

同
僚
と
の
人
間
関
係
、
セ
ク
ハ
ラ
、

単
身
赴
任
、
リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
ス
ト

レ
ス
等
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
お

ら
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。 

　
こ
う
い
っ
た
ス
ト
レ
ス
や
悩
み
に

つ
い
て
、
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗

っ
て
く
れ
る
友
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ

ば
救
わ
れ
ま
す
。
話
を
聞
い
て
く
れ

る
だ
け
で
気
が
休
ま
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
し
か
し
、
自
分
一
人
で
悩
ん

で
い
る
場
合
は
だ
ん
だ
ん
深
刻
な
問

題
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

憂
鬱
に
な
り
、
す
ぐ
い
ら
い
ら
す

る
。 

無
気
力
に
な
り
、
や
る
気
が
で
て

こ
な
い
。 

く
よ
く
よ
し
て
夜
も
眠
れ
な
い
。 

　
そ
ん
な
時
、
お
気
軽
に 

　
香
川
労
災
病
院 

　
「
勤
労
者
心
の
電
話
相
談
」 

　
　
０
８
７
７
‐
２
４
‐
６
５
５
６ 

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　 

　
専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
ア
ド
バ
イ

ス
い
た
し
ま
す
。 

　
ご
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
十

分
配
慮
い
た
し
ま
す
。 

相
談
日
…
…
…
月
曜
日
〜
金
曜
日 

相
談
時
間
…
…
14
：
00
〜
20
：
00 

相
談
料
は
無
料
で
す
（
電
話
料
金

は
利
用
者
の
ご
負
担 

）。 



※乳 腺 外 来 鶴野（第１・３・５木曜日）・村岡（第２・４木曜日） 
g歯科口腔外来 長畠（第１・３木曜日）・岩崎（第２・４・５木曜日） 
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外 来 診 療 予 定 表  

健 診 部  

診 療 科  時 間 ・ 診 察 室  月 火 水 木 金 

内 科  

循 環 器 科  

外 科  

整 形 外 科  

リハビリテーション科 

形 成 外 科  

脳 神 経 外 科  

神 経 内 科  
メンタルヘルス科  

泌 尿 器 科  

産 婦 人 科  

眼 科  

耳 鼻 咽 喉 科  

歯 科 口 腔 外 科  

麻酔科（ペインクリニック） 
ス ト マ 外 来  

一 診  多田 中村（之） 多田 渡邊 中村（之） 
松村 海野 松村 海野 中村（武） 
塩見 水尾 吉永 塩見 吉永 

曽根 渡邊 幡 水尾 曽根 

鶴野 津村 香川 鶴野 津村 
國土 立本 池田 村岡 池田 

永井 松本 横山 永井 松本 
高田 高田 立花 大茂 横山 

田中 田中 田中 田中（午後） 田中 
藤本 吉野 寺井 藤本 吉野 

中島 小山 中島 中島 小山 

西 西 水野 西 西 
水野 真鍋 倉繁 真鍋 水野 
川田 友國 川田 木下 友國 

小見山 小見山 小見山 小見山 小見山 

森下 森下 森下 萩池 森下 
江口 江口 江口 江口 江口 

小児外来 
長谷川 長谷川 長谷川 長谷川 長谷川 

g長畠・谷崎 
北浦 佐牟田 北浦 佐牟田 北浦 

佐藤看護師 佐藤看護師 

國土 

木下 木下 友國 川田 

交代制 

木下 
友國 木下 川田 

小山 小山 中島 

寺井 柚木 中川 
中川（Ｘナイフ） 柚木 

時岡 時岡 時岡 時岡 
装具診 腰痛外来（第２・第４） 

リウマチ外来 リウマチ外来 脊椎外来 小児外来 

呼吸器 津村 肝胆膵 香川 ※乳腺 鶴野・村岡 

ペースメーカー 振動 

幡 野口 
糖尿 石田 
糖尿 石田 呼吸器中村（之） （再来のみ） 

岡本 野口 岡本 

二 診  

一 診  
二 診  

三 診  午 前 

午 前 

午 後 
午 前 
午 後 

午 前 

午 前 
午 後 

午 後 

午 前 

午 後 

四 診  
五 診  

一 診  
二 診  

午 前 

午 後 

一 診  
二 診  

午 前 
午 前 

午 前 
一 診  
二 診  

午 前 
一 診  
二 診  

午 前 
一 診  
二 診  

午 後 

午 前 

一 診 
癌 検 診  
産科予約検診 
産 後 検 診  

一 診  
二 診  

午 前  

午 後  

午 前 
一 診  
二 診  

時岡 
（再診のみ） 

日帰りドック………………………１日２０名　火、金曜日　　　海外派遣労働者の健康診断……………………………随時 
一般健診………………………１日２０名　月、水、木曜日　　　特殊健康診断……………………………………………随時 
脳ドック………………………１日１名　月、火、木曜日　　　振動障害健康診断………………………１～３名　金曜日 
雇入時の健康診断　

…………１日３０名　（隔週）水曜日
　　　健診車による出張健診…………………………月～金曜日 

定期健康診断　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丸亀市住民検診 ……………………（６～９）月～金曜日 
※全ての健診は予約が必要です。　※健診の曜日は変更になることがあります。 

●当院は、政府管掌健康保険生活習慣病予防健診事業の指定病院となっており、該当する方は補助を受ける事が出来ます。
●健診の結果、二次検査が必要となった場合、内科系・乳腺外来のみ当院で予約を行っております。 

） 



　
整
形
外
科
は
骨
、
関
節
、
靱
帯
、

筋
肉
、
脊
髄
、
神
経
な
ど
の
運
動
器

の
病
気
や
怪
我
を
診
断
し
治
療
す
る

科
で
す
。 

　
外
傷
（
骨
折
や
脱
臼
。
靱
帯
や
筋

腱
、
神
経
の
損
傷
な
ど
）、
脊
椎
疾
患

（
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
、
脊
椎
管
狭
窄

症
な
ど
）、
使
い
痛
み
（
変
形
性
関
節

症
、腱
鞘
炎
な
ど
）、関
節
炎（
関
節
リ

ウ
マ
チ
、
痛
風
な
ど
）、
小
児
の
運
動

器
の
成
長
障
害
な
ど
、
人
の
日
常
生

活
動
作
、
運
動
（
う
ご
き
）
の
障
害

に
つ
い
て
診
断
、
治
療
す
る
科
で
す
。 

　
香
川
労
災
病
院
は
昭
和
31
年
に
内 

科
、
外
科
、
そ
し
て
整
形
外
科
の
診

療
科
で
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
労
働
災

害
に
よ
る
疾
患
の
治
療
を
目
的
と
し

た
政
策
病
院
と
し
て
開
院
さ
れ
た
か

ら
で
す
。
（
そ
の
当
時
、
香
川
県
で

は
今
で
こ
そ
整
形
外
科
で
扱
う
病
気
、

怪
我
の
ほ
と
ん
ど
は
外
科
で
扱
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
）
現
在
で
も
入
院
患 

者
さ
ん
の
約
10
％
が
労
災
保
険
扱
い 

の
方
で
す
。
労
災
事
故
、
交
通
事
故 

の
発
生
数
は
こ
こ
10
年
ほ
と
ん
ど
横 

ば
い
だ
そ
う
で
す
。 

　
急
激
な
高
齢
化
の
た
め
に
骨
粗
鬆

症
を
背
景
に
持
つ
骨
折
⇩
大
腿
骨
頚

部
骨
折
、
脊
椎
圧
迫
骨
折
、
手
関
節

骨
折
等
が
す
ご
い
勢
い
で
増
え
て
い

ま
す
。
特
に
高
齢
者
の
大
腿
骨
頚
部

骨
折
は
香
川
県
で
の
年
間
発
生
件
数

が
す
で
に
１
０
０
０
件
を
越
え
て
お

り
ま
す
。
脊
椎
管
狭
窄
症
も
四
肢
の

運
動
麻
痺
ま
で
進
む
と
介
護
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
当

院
で
の
脊
椎
管
狭
窄
症
に
対
す
る
手 

術
は
10
年
間
で
10
倍
以
上
に
増
え
て 

い
ま
す
。
股
関
節
、
膝
関
節
な
ど
の

変
形
、
破
壊
で
歩
け
な
く
な
っ
た
方

を
歩
け
る
よ
う
に
と
行
わ
れ
る
人
工

関
節
手
術
は
毎
週
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
と
言
わ
れ

て
い
る
糖
尿
病
、
動
脈
硬
化
症
に
よ

る
四
肢
の
血
行
障
害
で
切
断
手
術
も

増
え
て
い
ま
す
。
同
じ
く
生
活
習
慣

病
で
あ
る
痛
風
も
増
え
て
い
ま
す
。 

　
ス
タ
ッ
フ 

　
香
川
労
災
病
院
整
形
外
科
医
師
７

名
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

高
田
敏
也
　
ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
、

リ
ハ 

横
山
良
樹
　
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
人

工
関
節 

時
岡
孝
光
　
脊
椎
外
科
、
リ
ハ 

大
茂
寿
久
　
手
の
外
科 

（
以
上
は
日
本
整
形
外
科
学
会
認

定
専
門
医
で
す
。
） 

永
井
新
治
　
外
傷 

松
本
俊
之
　
外
傷 

立
花
一
朗
　
外
傷 

　
お
わ
り
に 

　
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り
、
皆
さ

ん
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
を
お

つ
く
り
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
運
動

の
病
気
や
怪
我
で
お
困
り
で
し
た
ら
、

紹
介
状
を
い
た
だ
い
て
香
川
労
災
病

院
　
整
形
外
科
へ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。 
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整
形
外
科
の
紹
介 

 

整
形
外
科
部
長
　
高
田
　
敏
也 

b労災病院周辺で見られる鳥b 

タゲリ 
主任薬剤師・吉村正則 

　県内の溜池は冬季に漁、補修の

為に水を抜く事が多い。そんな溜

池や刈り取られた跡の水田に冬鳥

として渡ってくる大型のチドリの

仲間。ハトよりやや小さくて、全

身メタリックグリーンだが、野外

では意外と目立ち難い。 

　
お
酒
は
、
約
一
万
年
前
に
す
で

に
存
在
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
現
代
の
よ
う
に

い
つ
で
も
飲
め
る
と
い
う
こ
と
は

な
く
、
農
作
物
の
収
穫
を
神
に
感

謝
し
、
そ
の
喜
び
を
神
と
分
か
ち

合
う
た
め
に
、
年
に
１
回
す
べ
て

を
忘
れ
て
酔
い
し
れ
た
の
で
す
。 

　
と
こ
ろ
が
、
時
代
と
と
も
に
お

酒
は
日
常
的
に
飲
め
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。 

　
「
酒
は
百
楽
の
長
」
と
い
う
よ

う
に
よ
い
と
こ
ろ
も
あ
る
反
面

「
酒
は
百
楽
の
長
と
は
い
っ
て
も
、

万
病
は
酒
か
ら
起
こ
る
」
と
も
い

わ
れ
、
お
酒
が
も
た
ら
す
病
気
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
お
酒
の
飲
み
過
ぎ
は
、
高
血
圧
、

脳
卒
中
、
痛
風
、
高
脂
血
症
、
糖

尿
病
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
原

因
に
な
り
ま
す
。 

　
せ
っ
か
く
の
お
酒
を「
百
楽
の
長
」 

に
す
る
た
め
に
は
、
飲
む
量
と
飲
み

方
が
大
切
で
す
。 

　
肝
臓
に
負
担
を
か
け
ず
、
酔
い
を

翌
日
に
持
ち
越
さ
な
い
適
量
の
目
安

は
、
１
日
に
日
本
酒
な
ら
約
１
合
、

ビ
ー
ル
な
ら
中
び
ん
１
本
、
ウ
ィ
ス

キ
ー
な
ら
ダ
ブ
ル
で
１
杯
く
ら
い
で

す
。
飲
む
回
数
は
週
に
１
〜
２
日
程

度
に
し
た
い
も
の
で
す
。 

　
つ
き
あ
い
で
飲
む
時
は
、
量
が
過

ぎ
な
い
よ
う
に
次
の
こ
と
を
覚
え
て

お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。 

A
　
飲
む
前
に
水
や
お
茶
を
飲
ん
で

お
く
。 

　
の
ど
の
渇
き
を
い
や
し
て
お
く

と
、
そ
れ
ほ
ど
飲
め
な
く
な
り
ま

す
。 

B
　
お
酒
は
最
初
の
１
杯
だ
け
に
す

る
。 

　
お
酒
は
乾
杯
ぐ
ら
い
に
と
ど
め
、

あ
と
は
ウ
ー
ロ
ン
茶
な
ど
、
お
酒

以
外
の
飲
み
物
に
し
ま
す
。 

C
　
差
し
つ
差
さ
れ
つ
の
な
い
お
酒

に
す
る
。 

　
　
B
が
む
ず
か
し
い
な
ら
、
ウ
ィ

ス
キ
ー
や
焼
酎
の
水
割
り
、
お
湯

割
り
に
し
、
で
き
る
だ
け
薄
め
に

し
ま
す
。
お
酒
は
飲
み
方
次
第
で

薬
に
も
毒
に
も
な
る「
両
刃
の
剣
」 

で
す
。
お
酒
を
注
意
さ
れ
て
い
る

方
は
禁
酒
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
そ

う
で
な
い
方
も
、
飲
み
方
に
は
十

分
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

お
酒
の
話 

　
主
任
栄
養
士
　
奥
村
　
誠
子 



　
薬
局
で
薬
を
貰
う
と
薬
袋
に
は

「
食
前
、
食
後
、
食
直
後
、
食
間
」 

な
ど
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。 

　
「
食
前
」
服
用
は
、
食
欲
促
進
剤
、

制
吐
剤
、
漢
方
薬
等
が
あ
り
、
「
食

後
・
食
直
後
」
は
、
薬
に
よ
る
胃
粘

膜
へ
の
刺
激
が
少
な
く
な
る
と
同
時

に
副
作
用
防
止
を
目
的
に
指
示
す
る

事
も
あ
り
ま
す
。 

　
通
常
、
消
化
剤
、
胃
腸
障
害
を
起

こ
す
薬
剤
、
鉄
剤
、
そ
の
他
一
般
の

薬
剤
等
が
該
当
し
ま
す
が
、
全
般
的

に
薬
の
吸
収
は
遅
く
な
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
が
逆
に
レ
ボ
ド
パ
（
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
治
療
剤
）
の
副
作
用
防
止
に

役
立
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
又
、
「
食
間
（
食
後
２
時
間
）
」

で
は
、
食
物
に
吸
収
さ
れ
ず
薬
の
作

用
が
迅
速
、
的
確
に
あ
ら
わ
れ
る
た

め
、
一
部
の
潰
瘍
治
療
剤
や
漢
方
薬

等
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、

こ
の
様
な
服
用
指
示
は
、
薬
の
特
性

等
を
考
え
て
の
事
で
す
。 

　
さ
て
次
に
﹇
薬
の
有
害
作
用
と
食

物
﹈
で
す
が
、 

A
抗
結
核
剤
の
イ
ソ
ニ
ア
ジ
ド
は
、

チ
ラ
ミ
ン
の
代
謝
酵
素
を
阻
害
す

る
の
で
、
チ
ラ
ミ
ン
含
有
の
魚

（
カ
ジ
キ
、
タ
ラ
コ
等
）
、
チ
ー

ズ
な
ど
で
血
圧
上
昇
等
が
起
き
る

事
が
あ
り
ま
す
。
又
、
イ
ソ
ニ
ア

ジ
ド
は
、
ヒ
ス
タ
ミ
ン
代
謝
を
阻

害
す
る
た
め
ヒ
ス
タ
ミ
ン
含
有
食

物
（
赤
身
魚
等
）
と
で
は
、
ヒ
ス

タ
ミ
ン
中
毒
（
顔
面
紅
潮
、
頭
痛
、

悪
心
・
嘔
吐
等
）
が
起
こ
る
事
が

あ
り
ま
す
。 

B
最
近
で
は
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ

ジ
ュ
ー
ス
中
の
フ
ラ
ノ
ク
マ
リ
ン

系
物
質
が
薬
の
代
謝
酵
素
を
阻
害

す
る
た
め
、
薬
の
血
中
濃
度
が
上

が
り
有
害
作
用
が
出
易
く
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
酵
素
阻
害
を

受
け
る
薬
と
し
て
、
ニ
フ
ェ
ジ
ピ

ン
等
の
カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗
剤
、
シ

ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
（
免
疫
抑
制
剤
）
、

シ
サ
プ
リ
ド
（
消
化
管
運
動
賦
活

調
整
剤
）
等
が
あ
り
ま
す
。 

　
次
に
﹇
薬
の
効
果
を
減
弱
さ
せ
る

食
物
﹈
で
す
が
、
ま
ず 

A
牛
乳
と
腸
溶
錠
（
例
　
便
秘
薬
）

を
一
緒
に
飲
む
と
薬
の
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
部
分
を
溶
か
し
て
、
腸
で
溶

け
ず
に
速
く
溶
け
る
た
め
、
効
果

が
弱
く
な
り
ま
す
。
又
、 

B
納
豆
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
（
Ｖ
Ｋ
）

を
含
有
し
、
さ
ら
に
納
豆
菌
に
よ

り
腸
内
で
合
成
さ
れ
た
Ｖ
Ｋ
が
吸

収
さ
れ
る
た
め
、
ワ
ル
フ
ァ
リ
ン

カ
リ
ウ
ム
の
作
用
（
Ｖ
Ｋ
依
存
性

凝
固
因
子
の
合
成
阻
害
）
が
減
弱

し
ま
す
。 

　
上
記
以
外
で
も
色
々
な
事
例
が
あ

り
ま
す
の
で
御
注
意
下
さ
い
。 

６ 香川労災病院 

2002（平成14）年12月1日発行 第 6 号 

私たちの職場（西５病棟） 
看護婦　山本　敦子 

　
日
増
し
に
風
が
冷
た
く
な
り
、

か
ぜ
症
状
で
来
院
さ
れ
る
患
者
さ

ん
が
ふ
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
時

に
長
い
待
ち
時
間
は
、
か
ら
だ
に

た
い
へ
ん
応
え
る
事
で
し
ょ
う
。 

　
患
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
で

は
、
い
か
に
し
て
待
ち
時
間
を
減

ら
す
か
、
と
い
う
テ
ー
マ
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

　
ま
た
入
院
中
の
待
遇
改
善
に
向

け
て
の
患
者
様
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

も
実
施
し
ま
し
た
。 

　
一
つ
一
つ
が
疎
か
に
で
き
な
い

事
。
皆
様
の
お
声
も
反
映
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
綴
じ
込
み
の

用
紙
の
ご
記
入
、
投
書
箱
へ
の
ご

意
見
、
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

患
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
　 

増
田
　
玲
子 

編
集
だ
よ
り 
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